
第39期第５回理事会議事録

日 時：2016年10月26日（水）17時00分～20時00分

会 場：名古屋大学豊田講堂第１会議室（愛知県名古

屋市）

出席理事：岩崎俊樹，瀬上哲秀，石原幸司 ，榎本 剛，

佐藤 薫，佐藤正樹，塩谷雅人，高薮 出，

坪木和久 ，仲江川敏之，中村 尚，平松信昭，

廣岡俊彦，藤部文昭，堀之内 武，山田和孝，

以上16名

：議題３の途中から出席

（理事現在数20名）

出席監事：鈴木 靖，高谷康太郎，以上２名

その他の出席者：長谷川洋平（気象庁），山下 寛

（気象庁），甲斐憲次（名古屋大）（以上中部支

部），渡辺（事務局）

議 題

議事に先立ち岩崎理事長より，秋季大会を担当した

中部支部に対して感謝の意が表明された．

１．第39期第４回理事会議事録の確認

２．会員の新規加入等について

新入会10，退会６を全会一致で承認した．2016年

10月19日現在，会員数3,485名で個人会員は3,240

名．

３．各委員会からの報告

庶務…以下の報告があった．

１）転載許可

なし

２）後援名義等使用依頼受付

①名称：第59回風に関するシンポジウム

主催：一般社団法人日本風工学会

期日：2017年３月13日

場所：日本大学理工学部駿河台校舎１号館４階

141教室

名義：共催

②名称：第21回「震災対策技術展」横浜

主催：「震災対策技術展」横浜実行委員会

期日：2017年２月２日～３日

場所：横浜国際平和会議場（パシフィコ横浜）

名義：後援

③名称：第54回アイソトープ・放射線研究発表会

主催：公益社団法人日本アイソトープ協会

期日：2017年７月予定

場所：東京大学弥生講堂

名義：共催

３）その他

2016年10月20日，レーザ・レーダ研究会は，レー

ザー光の照射に関する航空法施行規則改正に関連

し，国土交通省に，大気観測や環境モニタリング等

の活動に影響がないように，意見書を提出した．本

件，気象学会に連携・協力依頼があった．

会計…2016年９月分の収支及び現預金検査報告．

企画調整…以下の報告があった．

・第39期の評議員会のテーマの大枠について，地球

観測の強化に向けて日本気象学会が実施すべきこ

とを議論することを全会一致で承認した．今後，

テーマの詳細と評議員メンバー候補について検討

を行うことを確認した．

・11月に実施する支部長会議において，大会運営に

おける外注化の推進と学会運営の中期課題につい

て議論することを全会一致で承認した．

講演企画…以下の報告があった．

・地球惑星科学連合（JpGU）のユニオンセッショ

ンのテーマについて報告．

・今回秋季大会から予稿集の電子媒体を配布した．

現在，アンケートを行っている．

・2017年度春季大会専門分科会の応募状況が報告さ

れ，申請を全会一致で承認した．

・大会運営用WEBシステムについて，カード決済

セキュリティ対策済みの新システムの大会ホーム

ページへの移行が提案され，全会一致で承認し

た．

・専門分科会とスペシャル・セッションの統合につ

いては，名称と提案者をそれぞれ，専門分科会，

世話人とすることが提案された．統合にあたって

両者の整理を今後実施する．

天気…Vol.63No.10（2016年10月号）の掲載記事と，

Vol.63No.11，12（2016年11，12月号）の予定記

事の報告．来年度の印刷の入札結果報告．

気象集誌…冊子体の廃止について意見募集中であるこ

とが報告された．来年度の印刷の入札結果報告．

気象研究ノート…来年度の印刷の入札結果報告．

学術…第39期評議員会の検討課題について，学術委員

会での議論とも関係があるため委員会内で今後議
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論する旨の報告があった．

気象災害…気象災害委員会を実施し，防災学術連携体

の委員および幹事の交代（岩崎理事長→瀬上副理

事長），大会において気象災害セッションの常設

化の検討などが議論されたことが報告された．

気象研究コンソーシアム…気象庁のレーダーデータに

ついて，提供の方向で検討が進んでいることが報

告された．また，春季大会にコンソーシアムから

専門分科会を提案していることが報告された．

教育と普及…以下の報告があった．

・夏季大学の開催報告

・気象サイエンスカフェ東京の開催報告

・気象研究ノート（気象教育の成果）について，編

集責任者を名越利幸氏（岩手大）にお願いしたこ

とが報告された．今後，題目と執筆者の検討を進

める．

人材育成・男女共同参画…以下の報告があった．

・保育支援ガイドラインを全会一致で承認した．こ

のガイドラインを来年度の大会実行委員会に送付

したことが報告された．

・春に実施していたリクルートブースが好評だった

ことから，秋にも実施して欲しいとの意見がある

ことが報告された．

・育児と研究の両立について懇談するため，中手会

を開いていることが報告された．

平成28年11月21日

公益社団法人日本気象学会

理事長 岩崎 俊樹

監 事 鈴木 靖

監 事 高谷康太郎
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